
インパクトスタートアップの成長と

更なるインパクト創出への課題解決に向けて

企業活動を通じたインパクトの創出は、持続可能で豊かな未来のために不可欠であり、スタートアッ

プ企業がIPO等を経て成長していく強固なエコシステムの構築は、日本の最重要課題の一つです。

インパクトスタートアップの成長を通じた更なるインパクト創出に向けては、上場間もない企業に対

する投資家層が薄いといった「死の谷」問題等のエコシステム上の課題をはじめとし、様々な諸課題が

存在します。今回は、インパクト創出に取組む代表的な企業や投資家等をお招きし、インパクトIPOの

事例を切り口として、基調講演および取組紹介を通じ、課題の共有を行ったうえで、解決に向けた道筋

等について議論を行います。

インパクト志向金融宣言主催 カンファレンス

無料

参加費

主催

事前登録制

協賛・協力

対面でご参加の方は、後日お送りする

入館用QRコードをご持参のうえ

２階 住友生命受付にお越し下さい。

お申し込みはコチラから

（対面またはオンライン※をご選択下さい）

URL: https://peatix.com/event/4570196/view
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会場（ハイブリッド開催）

東京ミッドタウン八重洲

住友生命保険相互会社

23階カンファレンスルーム

1 4 : 0 0 - 1 6 : 0 0（ 1 3： 3 0開場）

東京都中央区八重洲2-2-1

主なアジェンダ（詳細は次項）
①基調講演
「インパクトスタートアップを取巻く課題 」

②取組紹介
「住友生命による㈱ユカリアへのコーナーストーン投資」

③パネルディスカッション
「インパクトスタートアップの成長とインパクト創出に向けた
課題解決への道筋 」

※オンラインの方には、後日、参加用URLをお送りします。

後援 金融庁

https://conference0129.peatix.com/
https://peatix.com/event/4570196/view
https://peatix.com/event/4570196/view
https://www.fsa.go.jp/internationalfinancialcenter/lp/japanweeks2025/


アジェンダ

インパクトスタートアップを取り巻く課題は様々ご

ざいます。例えば、上場前後での投資家層の変化やイ

ンパクト開示への対応のほか、インパクト創出が企業

価値評価に結び付きにくいといった課題など、インパ

クトエコシステム全体を見据えた多様な観点での議論

が必要です。IPO等を担う証券会社の立場からこれら

の課題を整理し、全体像を共有します。

企業成長とともにインパクト創出を企図して新規上

場を行うインパクトIPOを実施した㈱ユカリアへの

コーナーストーン投資の事例をご紹介します。機関投

資家として、実際にどのように投資判断を行なった

か、そのプロセスを触れつつ、課題認識や今後への期

待をお話しします。

インパクトIPO含め、インパクト創出に取組む日本を代表する企業や投資家等をお招きし、パネルディス

カッションを行います。インパクトスタートアップの成長による更なるインパクト創出に向けては、インパク

トスタートアップへの資金供給、インパクト創出と企業価値の関係、インパクトの計測・開示といった様々な

論点がありますが、これらについて、それぞれの立場・経験から解決に向けて考えられる道筋を含めて、ディ

スカッションいたします。

大和証券株式会社

サステナビリティソリューション推進部長

根岸真美

① 基調講演 「インパクトスタートアップを取り巻く課題」

住友生命保険相互会社

バランスファンド運用部担当部長

村田正行

（モデレーター）

住友生命保険相互会社

責任投資推進部長 田中淳一

りそなアセットマネジメント株式会社

チーフ・ファンド・マネージャー
井浦 広樹

② 取組紹介 「住友生命による㈱ユカリアへのコーナーストーン投資」

③ パネルディスカッション

「インパクトスタートアップの成長とインパクト創出に向けた課題解決への道筋」

株式会社ユカリア

代表取締役社長 三沢英生

インパクト志向金融宣言

事務局長 安間匡明

GLIN Iimpact Capital合同会社

代表パートナー 中村 将人



村田 正行| 住友生命保険相互会社 バランスファンド運用部 担当部長

住友生命保険バランスファンド運用部で約３兆円規模の株式運用を担当。グロースタイプや好配当タイプなど複数の

スタイルを運用し超過収益獲得を目指している。また、企業とのエンゲージメントや議決権行使の責任者でもあり、

こうしたスチュワードシップ活動を通じて保有株式の価値向上に務めている。1990年住友生命入社、シンガポール

事務所でアジア株式の運用、特別勘定運用部でポートフォリオマネジャーなどを経験。

登壇者
①基調講演

安間 匡明 | インパクト志向金融宣言 事務局長

社会変革推進財団にてアドバイザーとしてインパクト投資を推進し、インパクト志向金融宣言を設立、事務局長に就任。

現在、インパクトコンソーシアム・アドバイザリー委員長。2017年6月㈱国際協力銀行取締役退任後、大和証券㈱顧問、

PwCサステナビリティ合同会社執行役員常務を経て、現在同社のスペシャルアドバイザーとして、サステナビリティ

関連の支援業務に従事。一橋大学・福井県立大学の客員教授。京都大学卒業、東大博士（工学）

田中 淳一| 住友生命保険相互会社 責任投資推進部長

2021年4月より、責任投資推進部長として保有ポートフォリオ全体(40兆円弱）の責任投資の体制整備、推進を統括。

インパクト志向金融宣言を始め、各種イニシアティブにも参加。現担当以前には、2016年4月からスチュワードシップ

活動を担当し、体制構築や多くの建設的な対話、議決権行使判断等に従事。住友生命には1986年に入社し、法務、

経営企画、リスク管理、海外事業、海外拠点（NY）代表等、幅広い分野で管理職等を経験。米国ニューヨーク州弁護士。

三沢 英生| 株式会社ユカリア 代表取締役社長

2020年4月㈱ユカリアに参画、2021年3月取締役就任、2024年3月より現職。「医療・介護のあるべき姿」を追求

し、医療機関の経営支援、高齢者施設運営、高齢者施設紹介、医療DX推進、医療ビッグデータ利活用といった事業を

通して社会課題の解決に取り組む。「ヘルスケアの産業化」を掲げ、社会的インパクトを創出すべく奮闘中。東京大学

大学院修了後、ゴールドマン・サックス証券、モルガン・スタンレー証券、メリルリンチ日本証券で要職を歴任した後、

㈱ドーム常務取締役を務める傍ら2017年に東大アメフト部監督、2018年に筑波大学客員教授に就任。

井浦 広樹| りそなアセットマネジメント株式会社 チーフ・ファンド・マネージャー

2005年より株式アナリスト業務に従事。2008年より上場小型株ファンドマネージャーを務める。企業年金向け小型

株集中投資ファンド、投資信託りそな日本中小型株SDGｓファンド（愛称：ニホンノミライ）、グローバル中小型SDGｓ

ファンド、グローバルインパクト投資ファンド（気候変動）、クロスオーバーファンドをローンチ。R&Iファンド大賞等受賞

歴多数。インパクトコンソーシアムにおいては「市場調査・形成分科会」副座長を務める。

中村 将人| GLIN Impact Capital合同会社 代表パートナー

GLIN Impact Capital創業パートナー。三菱商事にて貿易事業、インドネシア駐在を経て、AI/IoT関連新規事業立

ち上げやスタートアップへの協業・投資検討に従事。インパクト投資を学ぶためハーバード・ビジネス・スクールに留学、

学内インパクト投資クラブの代表や、Acumen Fundにてインパクト投資の経験を積む。2020年にGLINを創業し、

国内外のインパクトスタートアップに対してインパクト投資を実行。官民のインパクト投資関連イニシアチブの委員等を

務め、エコシステム構築にも取り組む。

②取組紹介

③パネルディスカッション

根岸 真美|大和証券株式会社 サステナビリティ推進部長

2004年に大和証券入社後、債券セールス・事業法人部にてリレーションシップ・マネジャーを務めた後、債券の引受

業務を担当。その後、合計8年間、シンガポールのほか、ベトナム拠点長として投資銀行業務に従事。2023年4月よ

りサステナビリティ・ソリューション推進部長に就任。SDGs債の引受にとどまらず、ESG・インパクト開示支援、インパ

クトIPOの支援などの市場開拓にも注力。


